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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクの総重量に基づいて７から３０重量％の有機溶剤、照射硬化型の単官能モノマー
、照射硬化型の多官能モノマー、光開始剤および分散性顔料を含む、インクジェット用イ
ンクであって、
　該インクが、２５℃において７ｍＰａｓまたはそれ以下の粘度を有し、前記有機溶剤が
、グリコールエーテル類、グリコールエーテルエステル類、アルコール類、ケトン類、有
機カーボネート類およびそれらの混合物から選択される、前記インクジェット用インク。
【請求項２】
　前記有機溶剤が、１－メトキシ－２－プロパノール、ジエチレングリコールジエチルエ
ーテル、２－ブトキシエチルアセテートおよびプロピレンカーボネートからなる群より選
択される、請求項１に記載のインク。
【請求項３】
　前記インクの総重量に基づいて、５重量％未満の水を含む、請求項１または２に記載の
インク。
【請求項４】
　前記照射硬化型のモノマーが、ラジカル重合によって重合することができる、請求項１
から３のいずれかに記載のインク。
【請求項５】
　前記照射硬化型の単官能モノマーが、単官能（メタ）アクリレート類、Ｎ－ビニルアミ
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ド類、Ｎ－アクリロイルアミン類、α，β－不飽和エーテル類およびそれらの混合物から
選択される、請求項４に記載のインク。
【請求項６】
　前記照射硬化型の単官能モノマーが、前記インクの総重量に基づいて２０から８０重量
％の量で存在する、請求項１から５のいずれかに記載のインク。
【請求項７】
　前記照射硬化型の多官能モノマーが、前記インクの総重量に基づいて５から６０重量％
の量で存在する、請求項１から６のいずれかに記載のインク。
【請求項８】
　４５０を超える分子量を有する照射硬化型の材料を実質的に含まない、請求項１から７
のいずれかに記載のインク。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれかに記載されたインクジェット用インクを基材上に印刷する工
程、ならびに印刷されたインクを熱および化学線に曝露することによってインクを乾燥す
る工程を含む、インクジェット印刷する方法。
【請求項１０】
　前記インクが、３５℃未満において射出される、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　化学線源が、水銀放電ランプであり、該水銀放電ランプへの曝露が、前記有機溶剤の蒸
発と前記照射硬化型のモノマーの硬化を同時に引き起こす、請求項９または１０に記載の
方法。
【請求項１２】
　請求項１から８のいずれかに記載のインクジェット用インクを印刷するためのプリント
ヘッド、ヒーターおよび化学線源を備える、インクジェット印刷装置。
【請求項１３】
　前記プリントヘッドが、該プリントヘッドにおいてインクを加熱するための手段を備え
ていない、請求項１２に記載のインクジェット印刷装置。
【請求項１４】
　請求項１から８のいずれかに記載されたインクを備える、インクジェットカートリッジ
。
【請求項１５】
　基材上に印刷された請求項１から８のいずれかに記載されたインクを有する、基材。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷用インク、特に、インクジェットプリンターにおいて使用するためのイ
ンクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット印刷は、広告用などグラフィックイメージを作製するための手法として
ますます一般的になっている。インクジェットプリンターは、インクを基材上に噴出する
一連のノズルを含むプリントヘッドを備える。当分野では２つの主要なインク化学：紫外
線照射への曝露によって乾燥するインクおよび溶剤の蒸発によって乾燥するインクが用い
られている。
【０００３】
　ＵＶ照射への曝露によって乾燥するインクは、ＵＶ光に曝露されると重合するかまたは
架橋することにより、架橋されたポリマーフィルムを形成する、ＵＶ硬化型担体を含む。
これらのインクは、迅速に乾燥し、広範囲の基材に付着し、良好な溶剤耐性を有する印刷
されたフィルムを提供する。しかしながら、ＵＶ硬化型インクは、比較的高い粘度を有す
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るので、インクを射出することができるようにインクの粘度を十分に低下させるために、
通常、プリントヘッドにおいて加熱される。例えば、２５℃において２０～２２ｍＰａｓ
の粘度を有するＵＶ硬化型インクは、粘度を１０ｍＰａｓ未満に低下させるために、プリ
ントヘッドにおいておよそ３８～４５℃に加熱され得る。
【０００４】
　この加熱が必要であることは、プリントヘッドに複雑さを付加し、このことは、ＵＶ硬
化型インクとともに使用するための現在利用可能なプリントヘッドが比較的高価であり、
所望の信頼性に達するためにはより複雑な工学技術が必要とされることを意味する。
【０００５】
　このタイプのインクを印刷するために適合されたプリントヘッドとしては、Ｄｉｍａｔ
ｉｘ　ＳＥ１２８およびＴｏｓｈｉｂａ　Ｔｅｃ　ＣＡ４ドロップオンデマンドピエゾプ
リントヘッドが挙げられる。
【０００６】
　溶剤ベースのインクジェット用インクは、本質的に低粘度であるので、インクジェット
プリントヘッドにおいて十分に射出されるために加熱される必要がない。実際、いくつか
のより低コストのプリントヘッドは、単純に加熱されることができない。ゆえに、溶剤ベ
ースのインクジェット用インクを印刷するために使用されるプリントヘッド（例えば、Ｅ
ｐｓｏｎ製のドロップオンデマンドピエゾプリントヘッド）は、典型的により低コストで
ある。しかしながら、現在の溶剤ベースのインクジェット用インクは、ある特定のタイプ
の基材、特に、無孔の基材、例えばプラスチックには付着しない可能性があり、印刷され
たフィルムは、溶剤に対する耐性が乏しい。
【０００７】
　ゆえに、良好な溶剤耐性を有し、広範囲の基材上に印刷され得るが、プリントヘッドに
おいて加熱する必要なしに印刷され得るがゆえに現在利用可能な低コストのプリントヘッ
ドとともに使用することができる、インクジェット用インクが必要とされている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　したがって、本発明は、インクジェット用インクを提供し、インクは、インクの総重量
に基づいて５～３０重量％の有機溶剤、照射硬化型の単官能モノマー、照射硬化型の多官
能モノマー、光開始剤および着色料を含む。
【０００９】
　本発明のインクは、好ましくは、２５℃において１５ｍＰａｓまたはそれ以下、好まし
くは、１０ｍＰａｓまたはそれ以下、最も好ましくは、７ｍＰａｓまたはそれ以下の粘度
を有する。粘度は、スピンドルＳ００を用いて２５℃にて２０ｒｐｍで運転するＢｒｏｏ
ｋｆｉｅｌｄ　ＤＶ１低粘度用粘度計を使用して測定することができる。
【００１０】
　本発明のインク中に有機溶剤が存在することにより、インクの粘度が低下し、それによ
り、外界温度で作動するプリントヘッドからインクが射出されることが可能になる。これ
は、本発明のインクが、より広範囲の現在利用可能なプリントヘッドを用いて、例えば、
溶剤ベースのインクジェット用インクを印刷するために典型的に使用されるプリントヘッ
ドを用いて、射出され得ることを意味する。そのようなプリントヘッドの例としては、Ｅ
ｐｓｏｎドロップオンデマンドピエゾプリントヘッドが挙げられる。しかしながら、本発
明のインクは、驚いたことに、ＵＶ硬化型インクジェット用インクの有利な特性、例えば
、広範囲の基材への良好な付着性および印刷されたフィルムにおける良好な溶剤耐性を維
持する。
【００１１】
　本発明のインク中に有機溶剤が存在することにより、公知のＵＶ硬化型インクと比べて
、改善された可撓性およびより高い光沢を備えた、印刷された像を提供するとも予想され
る。
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【００１２】
　本発明のインクは、有機溶剤を含む。有機溶剤は、外界温度において液体の形態であり
、インクの残りの成分に対する担体として作用することができる。本発明のインクの有機
溶剤の成分は、単一の溶剤であってもよいし、２つまたはそれ以上の溶剤の混合物であっ
てもよい。公知の溶剤ベースのインクジェット用インクと同様に、本発明（present）の
インクにおいて使用される有機溶剤は、インクを乾燥させるために、典型的には加熱によ
って印刷されたインクから蒸発される必要がある。
【００１３】
　有機溶剤は、印刷業において典型的に使用される任意の溶剤、例えば、グリコールエー
テル類、グリコールエーテルエステル類、アルコール類、ケトン類、エステル類およびそ
れらの混合物から選択されてよい。他の適当な溶剤としては、有機カーボネート類が挙げ
られる。
【００１４】
　１００℃を超える沸点を有する溶剤が、好ましい。例としては、１－メトキシ－２－プ
ロパノール、ジエチレングリコールジエチルエーテル、２－ブトキシエチルアセテートお
よびプロピレンカーボネートが挙げられる。低揮発性の溶剤または溶剤混合物を使用する
ことによって、プリンターが休止状態のときのインクジェットノズルにおけるインクの蒸
発が最小になり、それによって、ノズルが封鎖されるようにまたは逸れるようにさせうる
表面の固くなった沈着物の形成が防止される。
【００１５】
　上記溶剤は、インクの総重量に基づいて５～３０重量％、好ましくは、７～２５％、よ
り好ましくは、１１～２０％の量でインク中に存在する。
【００１６】
　１つの実施形態において、上記有機溶剤は、毒性の低いおよび／または匂いの少ない溶
剤である。Ｕｎｉｔｅｄ　Ｓｔａｔｅｓ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ　Ｐｒｏｔｅｃｔ
ｉｏｎ　ＡｇｅｎｃｙまたはＥｕｒｏｐｅａｎ　ＣｏｕｎｃｉｌによってＶＯＣ規制対象
外とされている溶剤が好ましい。
【００１７】
　他の溶剤が、有機溶剤の成分中に含まれていることがある。例えば、溶剤、例えば２－
エチルヘキシルアセテートが、市販の顔料分散物の一部として導入されていることがある
。溶剤は、市販のポリマー分散物、例えばＢｙｋ１６８とともに導入されていることもあ
る。
【００１８】
　本発明のインクは、好ましくは、水を実質的に含まないが、いくらかの水が、典型的に
は空気からインクによって吸収されるか、またはインクの成分中に不純物として存在し、
そのようなレベルは、許容される。例えば、本インクは、インクの総重量に基づいて、５
重量％未満の水、より好ましくは、２重量％未満の水、最も好ましくは、１重量％未満の
水を含むことがある。
【００１９】
　インクジェット用インクにおける使用に適した任意の照射硬化型の単官能モノマーおよ
び多官能モノマーが、本発明のインクにおいて使用されてよく、そのようなモノマーは、
当分野において周知である。本インクは、１つまたはそれ以上の単官能モノマーおよび１
つまたはそれ以上の多官能モノマーを含む。
【００２０】
　照射硬化型のモノマーは、カチオン重合によって重合することがあり、この場合、単官
能モノマーおよび多官能モノマーは、例えば、エポキシド類、アリルエーテル類、ビニル
エーテル類、オキセタン類およびヒドロキシ含有化合物から選択され得る。
【００２１】
　しかしながら、好ましくは、単官能モノマーおよび多官能モノマーは、フリーラジカル
重合によって重合する。
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【００２２】
　フリーラジカル重合する適当な単官能モノマーとしては、単官能（メタ）アクリレート
類、Ｎ－ビニルアミド類、Ｎ－アクリロイルアミン類、α，β－不飽和エーテルモノマー
およびそれらの混合物が挙げられる。
【００２３】
　単官能（メタ）アクリレートモノマーは、当分野において周知である。好ましくは、単
官能（メタ）アクリレートモノマーは、アクリル酸のエステル類である。好ましい例とし
ては、フェノキシエチルアクリレート（ＰＥＡ）、環状ＴＭＰホルマールアクリレート（
ＣＴＦＡ）、イソホリルアクリレート、イソボルニルアクリレート（ＩＢＯＡ）、テトラ
ヒドロフルフリルアクリレート（ＴＨＦＡ）、２－（２－エトキシエトキシ）エチルアク
リレート、オクチル－デシルアクリレート（ＯＤＡ）、トリデシルアクリレート（ＴＤＡ
）、イソデシルアクリレート（ＩＤＡ）およびラウリルアクリレートが挙げられる。ＰＥ
Ａ、２－（２－エトキシエトキシ）エチルアクリレートおよびそれらの混合物が、特に好
ましい。
【００２４】
　Ｎ－ビニルアミド類およびＮ－（メタ）アクリロイルアミン類もまた、本発明のインク
において使用されてもよい。Ｎ－ビニルアミド類は、当分野において周知のモノマーであ
り、ゆえに、詳細な説明は必要ない。Ｎ－ビニルアミド類は、アミドの窒素原子に結合さ
れたビニル基を有し、アミドはさらに、類似の様式で周知の（メタ）アクリレートモノマ
ーに置換されてもよい。好ましい例は、Ｎ－ビニルカプロラクタム（ＮＶＣ）およびＮ－
ビニルピロリドン（ＮＶＰ）である。同様に、Ｎ－アクリロイルアミン類もまた、当分野
において周知である。Ｎ－アクリロイルアミン類もまた、カルボニル炭素原子を介してで
あるがアミドに結合されたビニル基を有し、また、類似の様式で公知の（メタ）アクリレ
ートモノマーにさらに置換されてもよい。好ましい例は、Ｎ－アクリロイルモルホリン（
ＡＣＭＯ）である。
【００２５】
　適当なα，β－不飽和エーテルモノマーとしては、ビニルエーテル類、例えば、エチレ
ングリコールモノビニルエーテルが挙げられる。
【００２６】
　照射硬化型の単官能モノマーの総量は、インクの総重量に基づいて、好ましくは、２０
～８０重量％、より好ましくは、３０～７０％である。
【００２７】
　好ましい多官能モノマーは、（メタ）アクリレートモノマーおよびα，β－不飽和エー
テルモノマーである。二官能、三官能および四官能モノマーが好ましい。
【００２８】
　インクジェット用インク中に含められてよい多官能アクリレートモノマーの例としては
、ヘキサンジオールジアクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレート、ペンタ
エリトリトールトリアクリレート、ポリエチレングリコールジアクリレート（例えば、テ
トラエチレングリコールジアクリレート）、ジプロピレングリコールジアクリレート、ト
リ（プロピレングリコール）トリアクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート
、ビス（ペンタエリトリトール）ヘキサアクリレート、ならびにエトキシ化されたまたは
プロポキシル化されたグリコール類およびポリオール類のアクリレートエステル類、例え
ば、プロポキシル化ネオペンチルグリコールジアクリレート、エトキシ化トリメチロール
プロパントリアクリレート、ならびにそれらの混合物が挙げられる。特に好ましいのは、
二官能および三官能アクリレート類である。
【００２９】
　さらに、適当な多官能モノマーとしては、メタクリル酸のエステル類（すなわち、メタ
クリレート類）、例えば、ヘキサンジオールジメタアクリレート、トリメチロールプロパ
ントリメタアクリレート、トリエチレングリコールジメタアクリレート、ジエチレングリ
コールジメタアクリレート、エチレングリコールジメタアクリレート、１，４－ブタンジ
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オールジメタアクリレートが挙げられる。（メタ）アクリレート類の混合物も使用してよ
い。
【００３０】
　適当なα，β－不飽和エーテルモノマーとしては、ビニルエーテル類が挙げられる。例
は、当分野において周知であり、それらとしては、トリエチレングリコールジビニルエー
テル、ジエチレングリコールジビニルエーテルおよび１，４－シクロヘキサンジメタノー
ルジビニルエーテルが挙げられる。α，β－不飽和エーテルモノマーの混合物を使用して
もよい。
【００３１】
　本発明のインク中に多官能モノマーが存在することによって、優れた溶剤耐性および靱
性を備えた、最終的な印刷されたフィルムが提供されると考えられる。
【００３２】
　照射硬化型の多官能モノマーの総量は、インクの総重量に基づいて、好ましくは、５～
６０重量％、より好ましくは、１０～５０重量％、より好ましくは、１５～４０％、最も
好ましくは、２０～４０％である。
【００３３】
　本発明の１つの実施形態において、本インクは、少なくとも１つのα，β－不飽和エー
テルモノマーおよび少なくとも１つの（メタ）アクリレートモノマーを含む。
【００３４】
　（メタ）アクリレートは、その標準的な意味を有すること、すなわち、アクリレートお
よび／またはメタアクリレートを意味することを本明細書中で意図される。単官能および
多官能もまた、その標準的な意味を有すること、すなわち、硬化の際の重合反応に関与す
る基をそれぞれ１つおよび２つまたはそれ以上有することを意図される。
【００３５】
　本発明のインクにおいて使用される照射硬化型のモノマーは、好ましくは、４５０また
はそれ以下の分子量を有する。好ましい実施形態において、本発明のインクは、インクの
総重量に基づいて１０重量％未満、より好ましくは、５重量％未満の、４５０を超える分
子量を有する照射硬化型の材料を含む。最も好ましくは、本インクは、４５０を超える分
子量を有する照射硬化型の材料を実質的に含まない。
【００３６】
　さらに、本発明の好ましいインクは、非反応性または非活性（passive）の樹脂バイン
ダーを実質的に含まない。「非反応性または非活性の樹脂バインダー」とは、照射に曝露
されたときに架橋することができる反応基を含まない樹脂材料のことを意味する。換言す
れば、非反応性または非活性の樹脂バインダーは、照射硬化型の材料ではない。樹脂バイ
ンダーは、典型的には、１０，０００～１００，０００の分子量を有し（ポリスチレン標
準物質を用いたＧＰＣによって測定されたとき）、印刷されたフィルムの溶剤耐性を改善
するために公知の溶剤ベースのインクにおいて使用される。しかしながら、本発明のイン
クは、溶剤耐性フィルムを提供するために、架橋することができる照射硬化型の材料を含
むがゆえに、樹脂バインダーは必要ない。
【００３７】
　本発明の好ましいインク中に比較的高分子量の樹脂バインダーが存在しないことは、非
常に低粘度のインクを提供できることを意味する。
【００３８】
　「実質的に含まない」とは、微量の材料しか存在し得ないことを意味する。これらの微
量は、例えば、市販の照射硬化型のモノマー中の不純物として、または市販の顔料分散物
中の成分として、本インク中に導入されることがある。
【００３９】
　本発明のインクは、１つまたはそれ以上の光開始剤を含む。本発明のインクが、フリー
ラジカル重合性材料を含むとき、光開始剤系は、フリーラジカル光開始剤を含み、本イン
クが、カチオン重合性材料を含むとき、光開始剤系は、カチオン性光開始剤を含む。
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【００４０】
　フリーラジカル光開始剤は、当分野で公知のもののいずれかから選択することができる
。例えば、ベンゾフェノン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、１－［４－
（２－ヒドロキシエトキシ）－フェニル］－２－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロパン
－１－オン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－（４－モルホリノフェニル）ブタン－
１－オン、イソプロピルチオキサントン、ベンジルジメチルケタール、フェニルビス（２
，４，６－トリメチルベンゾイル）ホスフィンオキシド、（２，４，６－トリメチルベン
ゾイル）ジフェニルホスフィンオキシドまたはそれらの混合物。そのような光開始剤は、
公知であり、例えば、商品名ＩｒｇａｃｕｒｅおよびＤａｒｏｃｕｒ（Ｃｉｂａ製）なら
びにＬｕｃｅｒｉｎ（ＢＡＳＦ製）として市販されている。
【００４１】
　カチオン硬化系の場合、任意の適当なカチオン性開始剤、例えば、スルホニウムベース
の系またはヨードニウムベースの系を使用することができる。非限定的な例としては、Ｒ
ｈｏｄｉａ製のＲｈｏｄｏｒｓｉｌ　ＰＩ２０７４；Ｓｉｂｅｒ　Ｈｅｇｎｅｒ製のＭＣ
　ＡＡ、ＭＣ　ＢＢ、ＭＣ　ＣＣ、ＭＣ　ＣＣ　ＰＦ、ＭＣ　ＳＤ；Ａｌｆａ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌｓ製のＵＶ９３８０ｃ；ＵＣＢ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ製のＵｖａｃｕｒｅ１５９
０；およびＬａｍｂｅｒｔｉ　ｓｐａ製のＥｓａｃｕｒｅ１０６４が挙げられる。
【００４２】
　好ましくは、光開始剤は、インクの総重量に基づいて、１～２０重量％、好ましくは、
４～１０重量％の量で存在する。
【００４３】
　本インクは、少なくとも１つの着色料を含む。着色料は、本インクの液体媒質中に溶解
されてもよいし、分散されてもよい。好ましくは、着色料は、当分野で公知のものであり
、例えば、商品名Ｐａｌｉｏｔｏｌ（ＢＡＳＦ　ｐｌｃから入手可能）、Ｃｉｎｑｕａｓ
ｉａ、Ｉｒｇａｌｉｔｅ（両方ともＣｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｉｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
ｓから入手可能）およびＨｏｓｔａｐｅｒｍ（Ｃｌａｒｉａｎｔ　ＵＫから入手可能）と
して市販されているタイプの分散性顔料である。顔料は、任意の所望の色のもの、例えば
、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　８３、Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　９、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１８４、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　
１５：３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　７、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９、Ｐ
ｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌａｃｋ　７であり得る。特に有用なのは、黒色、および三色プロセス
印刷に必要とされる色である。顔料の混合物を使用してもよい。
【００４４】
　本インク中に分散された顔料粒子は、インクが、インクジェットノズルを通過するのを
可能にするために十分小さくあるべきである（典型的には８μｍ未満、好ましくは、５μ
ｍ未満、より好ましくは、１μｍ未満、特に好ましくは、０．５μｍ未満の粒径を有する
）。
【００４５】
　市販の顔料分散物は、顔料分散物の総重量に基づいておよそ４０～５０重量％の溶剤ま
たは担体を含む傾向にあり、顔料分散物は、典型的には、インクのおよそ２～２０重量％
および時折それ以上を構成する。
【００４６】
　着色料は、好ましくは、本インクの総重量に基づいて１～１０重量％の量で存在する。
【００４７】
　当分野で公知のタイプの他の成分が、特性または性能を改善するために本インク中に存
在してもよい。これらの成分は、例えば、界面活性剤、消泡剤、分散剤、光開始剤に対す
る相乗剤、熱または光による変質に対する安定剤、消臭剤、フロー（flow）助剤またはス
リップ助剤（slip aid）、殺生物剤および識別トレーサーであり得る。
【００４８】
　本発明のインクは、溶剤ベースのインクジェット用インクを印刷するのに適した任意の
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インクジェットプリンターを用いて印刷され得る。しかしながら、照射硬化型のモノマー
を硬化するために照射源が必要である。
【００４９】
　インクジェットプリンターは、インクを基材上に噴出させる一連のノズルを含むプリン
トヘッドを備える。プリントヘッドは、典型的には、印刷プロセス中に印刷幅を横切る（
基材を横切って前後に移動する）キャリッジ上に提供される。
【００５０】
　好ましくは、本発明のインクは、溶剤ベースのインクジェット用インク用のプリントヘ
ッド、例えば、Ｅｐｓｏｎドロップオンデマンドピエゾプリントヘッドを用いて基材上に
射出される。溶剤ベースのインク用のプリントヘッドは、プリントヘッドにおいてインク
を加熱するための手段を備えていない。この実施形態では、本インクは、プリントヘッド
において加熱されず、ゆえに、プリントヘッドにおいておよび射出中は外界温度のままで
ある。
【００５１】
　本発明のインクは、好ましくは、３５℃未満、より好ましくは、３０℃未満、最も好ま
しくは、約２５℃において射出される。
【００５２】
　本発明のインクは、有機溶剤の蒸発と、化学線への曝露の際の照射硬化型のモノマーの
硬化との組み合わせによって乾燥する。蒸発工程および硬化工程は、同時を含む任意の順
序で行うことができる。
【００５３】
　上記溶剤は、公知の方法を用いて、好ましくは、印刷されたインクを加熱することによ
って、印刷されたインクから蒸発される。熱は、基材を通しておよび／または基材の上方
から、例えば、基材の下方に提供される加熱されたプレートまたは基材の上方に提供され
る放射暖房器を使用することによって、適用されることがある。１つの例では、本インク
は、加熱された圧盤の上方を移動する予熱された基材上に射出される。
【００５４】
　本発明のインク中に含まれる照射硬化型のモノマーは、インクを化学線、好ましくは、
ＵＶ照射に曝露することによって硬化される。ＵＶ照射源は、当業者に公知であり、それ
らとしては、水銀放電ランプ、フラッシュランプおよび発光ダイオード（ＬＥＤｓ）が挙
げられる。１つまたはそれ以上の照射源を使用してもよい。ＵＶ源は、静的ランプであり
得るか、または源は、例えば、源が印刷幅を横切って移動することを可能にするキャリッ
ジ上に配置され得る。源は、プリントヘッドと同じキャリッジ上に提供されることもでき
るし、別個のキャリッジ上に提供されることもできる。
【００５５】
　水銀放電ランプがＵＶ源として使用されるとき、本インク中に提供される有機溶剤の蒸
発が、水銀放電ランプから放射される照射の赤外部分への曝露によって達成され得るので
、典型的には別個の溶剤蒸発工程は必要ない。
【００５６】
　本発明の１つの実施形態において、照射硬化型の材料は、２工程で硬化される。第１の
工程では、インクを基材に「ピンニング」するために、照射硬化型の材料が部分的に硬化
される。この部分硬化は、例えば、ＵＶ照射源、例えばＬＥＤアレイを、キャリッジ上に
提供することによって達成することができる（キャリッジはプリントヘッドを、基材を横
切って前後に移動させるものである）。印刷されたインクの表面が、部分硬化後もある程
度流動することができること（これは、最終的に印刷された像において光沢の改善に寄与
することがある）が理解される。次いで、硬化を実質的に完了するためおよびインクを固
化させるために、インクは、さらなる線量の照射に曝露される。この第２の硬化工程は、
第２の照射源、例えば、プリンターキャリッジから下流に位置される静的照射源を用いて
達成することができる。本発明のこの実施形態では、溶剤蒸発工程は、ピンニング工程の
前、ピンニング工程と完全硬化工程との間、または完全硬化工程の後に行うことができる
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【００５７】
　あるいは、溶剤の蒸発は、上記硬化工程のうちの一方と同時に行うことができる。
【００５８】
　基材の性質は、限定されず、インクジェット印刷に供されてもよい任意の基材を含む。
しかしながら、本発明のインクは、特に、基材上への印刷、例えば、スチレン、Ｐｏｌｙ
Ｃａｒｂ（ポリカーボネート）、ＢａｎｎｅｒＰＶＣ（ＰＶＣ）およびＶＩＶＡＫ（ポリ
エチレンテレフタレートグリコール修飾されたもの）上への印刷に適している。
【００５９】
　本発明はまた、上に記載されたようにインクジェット印刷する方法、および基材上に印
刷されたインクを有する基材も提供する。本発明のインクは、特に、圧電ドロップオンデ
マンドインクジェット印刷に適している。
【００６０】
　本発明はさらに、本明細書中に定義されるようなインクジェット用インクを備える印刷
装置およびインクジェット用インクカートリッジを提供する。それらのカートリッジは、
インクジェットプリンターとの接続に適したインク容器およびインク送達口を備える。
【００６１】
　本発明のインクは、公知の方法、例えば、高速水冷撹拌機を用いて撹拌するかまたは水
平型ビーズミル（horizontal bead-mill）において粉砕することによって、調製され得る
。
【００６２】
　ここで、本発明は、限定の意図はない以下の実施例に照らして記載される。
【実施例】
【００６３】
　表１に示される組成物を有する本発明に記載のシアンおよび黒色のインクジェット用イ
ンク調合物（実施例１および２）を、所与の量の成分を混合することによって調製した。
量は、インクの総重量に基づく重量パーセントとして与えられている。
【００６４】
　それらのインクを、ｎｏ　２　Ｋｂａｒを用いて２２０μｍの半硬質ＰＶＣ上に展色し
て、１２ミクロンのウェットフィルムウェイト（wet film weight）を積層した。実施例
１のインクは、印刷されたフィルムを、４００ｍＪ／ｃｍ２のＵＶ線量を提供する中圧水
銀ランプに曝露することによって、硬化された。実施例２のインクは、印刷されたフィル
ムを、６００ｍＪ／ｃｍ２のＵＶ線量を提供する中圧水銀ランプに曝露することによって
、硬化された。
【００６５】
　硬化された印刷物の相対的な溶剤耐性を、イソプロピルアルコールに浸漬された柔らか
い布で摩擦することによって評価した。基材を破るのに必要な往復摩擦の回数を各例にお
いて記録した（１００が最大値）。
【００６６】
　いくつかの正方形を生じるクロスハッチテスター（cross-hatch tester）を用いて印刷
物に切れ目をつけることによって、乾燥された印刷物と基材との付着性を試験した。３Ｍ
感圧性Ｓｃｏｔｃｈテープを、切れ目がつけられたフィルムに貼り付け、次いで、剥がし
た。テープとともに剥がれた正方形のインクの数を数え、付着レベルを１（不良）から５
（良好）で評定した。結果を表２に示す。
【００６７】
　本発明のインクは、典型的には２５℃において２０～３０ｍＰａｓの粘性を有する現在
利用可能なＵＶ硬化型インクよりも有意に低い粘性を有するが、本発明のインクは、ＵＶ
硬化型インクの有利な特性、例えば、無孔の基材、例えばＰＶＣへの付着性、および印刷
されたフィルムの良好な溶剤耐性を維持していると認めることができる。
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